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「まちづ く りプ ランナー」 の養成
栃木県藤原町中央公民館
栃木県藤原町中央公民館 局長補佐 山口 亨一
「ふじはら まちづくりプランナー 養成講座」について
～ 水 ・緑 ・渓(み ず ・み ど り ・た に)の 、 ま ち 人 か ら の 発 信 ～
1計 画 の 趣 旨
九 十 年 代 以 降 、 日本 経 済 は 長 期 に わ た っ て 低 迷 し 、政 治 に 対 す る 不 信 や 様 々 な 事 件 ・事 故 、少
子 高 齢 化 の 進 展 な ど、社 会 に は 閉 塞 感 が 充 満 し て い ま す 。 ま た 、時 代 の 潮 流 は 更 に大 き な うね り
を見 せ 、 日 々 刻 々 と変 化 して い ま す 。 そ の 中 、
新 世 紀 、 小 泉 新 総 理 は 所 信 表 明 演 説 の 中 で 、
二十一世紀にふさわ しい経済 ・社会システムの確立 を唱 ってお り、構造改革をはじめ、 「民間にできることは民間に
委ね、地方 にできることは地:方に委ね る」といった行政改革 ・地方分権の断行を明言 しています。また、広 く地域住民
やNPO等のボランティアの参加 を呼びかけ、介護や=f一て等 を皆で支え合 う 「共助」の社会を築いていきたい。 と
述 べ て い ま す 。
第6次 藤 原 町 振 興 計 画(後 期 基 本 計 画 〉 の 中 で 、
【策定の趣旨】の中で、
◇21世紀を迎えた新たな時代に対応 したまちづ くりへの的確な取 り組みが求め られている。
◇こうした取 り組みのためには、住民 ・企業 ・行政が一体 となって新 しい時代のまちづ くりを進める ことが重要です。
◇まちづ くりの英知 と情報を結集して、新世紀 に向かって躍動する 「心のまち、文化 のまち、観光のまち 藤原」を想
像することが求め られています。
◇観光をは じめとする町内産業を活性化 し本町全体σ)活力 を取 り戻す。住民の福祉 を向上させ教育 ・文化 を振興する。
【藤原町をとりまく時代の流れ】の中で、
◇地方分権推進一括法成立後、地方 自治体 にはこれ まで以上に自立性 と独 自性に富んだ政策の立案 ・実行が期待されて
お り、住民 と協動 しなが ら、自立 したまちづ くりを進め ることが必要 となっています。
◇よりいっそ うの住民参加 を得るために、透明性 に富んだ行政運営を実現することが求められています。特 に、ボラン
ティアやNPOなどとの連携は、これか らのまちづ くりの重要なポイ ン トである。
◇ 「住民の・住民による、住 民Qた めのまちづくり」を基 本と しで、住民と行政が連携 ・協働 して、地域の課題解決に
取 り組むための仕組みづくりが.地 方分権のまちづ くりにおいて大変重要である。
21世 紀 教 育 新 生 プ ラ ン か ら 町 村 文 部 科 学 大 臣
教育新生プ ランは、 「新生日本」の実現を目指 し国政の最重要課題 の一つに位置づけられる教育改革の今後の取組の
全体像を示す ものとして、 「学校がよくなる、教育が変わる」ための具体的な主要施策や課題及びこれ らを実行するた
めの具体的なタイムスケジュールを明 らかにしたもので、、多様 な奉仕 ・体験活動で、心豊かな日本人を育み、楽 しく
一1
安心できる環境を整備、父母や地域に信頼 させ る学校づ くりを行 う等の改革を果断に実行 していく決意です。
【平 成8年3月 藤 原 町 生 涯 学 習 推 進 構 想 】 の 中 で 、
◇学びや体験 をとお し、自分を高め、仲間を高め、地域 を高め、町の個性 を高めたとき、町民憲章に唱われ る、藤原町
の将来像 としての 「豊かで明るいまちづ くり」が実現され ます。
以上をふまえて、ここ数年、地域のコミュニティの発展を担当する部局でもある教育委員会1こ
おいて、次の趣旨によ り、この計画の推進にあた ります。
f11市民(責 任と自立ある住民)・ 企業 ・行政が、 「協働 ・共助」の方向性を持ち、新 しいま
ちづくりを進めること。




15)学校 ・地域 ・家庭一体 とな って、子どもたちを支援するシステムづくりを目指す。
2計 画の具体的方向性
























平成14年 度(2年 目)《 体験的活動期》
《町民サイ ド》
(1)定期的会議の開催










平成15年 度(3年 目)《 創造的活動期》















13年8月20名(女 性70代×650代 ×340代 ×5男 性70代50代



















































第1回 視 察 「ま
ちを知 ろ う①」
第4回 話 し合い
「ま ち を知 ろ う
②」









講 演 『自分 を変 える こと、
ま ちをか える こと』
講演 『ま ちづ くりの現在 、
21世紀の新 たな方向性 』
ま ちづ く りワー ク シ ョ ッ
プ 『ぼ く らの トンボ池』
どの よ うに講座 に取 り組









振 り返 り調査す る。








次年度 に向 けて、ミッシ ョ
ン と方向性 を確認す る。
学習の方法
○講話 を聞 く












○ ワー クシ ョップ
○話 し合い活動
































留意点 ・会議形式ではな く、自由な雰囲気で話ができるレイアウ ト
・飲み物、携帯電話、 トイ レ等も自由に取れる約束事をする。











}ア イス ・ブ レー キ ング
i①暇 近、気分 が よか った こと.さ わや カ、だ った こと」











i①2,3グル ー プに分 かれ 、 「藤原 町 に必 要だ と思 う
























留:参 加者 全員か らの意






ふりかえり 10分 町長 に夢を語 ろう










「明 るく 住みたい まちづ く り」
島根県松江市竹矢公民館
島根県松江市竹矢公民館 館長 佐々田 昌三
1.何 故 「明る く住みたいまちづ くり」なのか。
(D松 江市 まちづ くりアンケー ト調査か ら
(2)町民 を対象 とした意識調査の実施
2.明 るく 住みたい まちづ くり





































高 齢 者 部
成 人 部
幼 年 部





・公民館要覧め作成 ・町内会 、各種団体 との連絡、調整
・サークル活動の推進 ・文化祭 の企画、運営
・ふるさとづ くり推進事業 ・史跡 ガイ ド養成事業
・女性ふれあい学級(健 康 、料理 、ボランティア、社会見学)
・文化祭への参加、町内女性代表者会 の開催
・い き い き活 動(健 康 講 座 、体 操 、料 理 、 ボ ラ ンテ ィ ア)
・子 ど も との ふ れ あ い活 動 、 ・ボ ラ ンテ ィ ア活 動
・町民体育祭の開催 ・保健福祉事業(講 座、救急法)
・まちづ くり推進事業 ・ふるさと広場の整備 と活用
・親子ふれあい教室 ・文化祭への参加
・親子読書活動 ・遊 び塾
・子 ど もス ポ ー ツ教 室 ・子 ど もキ ャ ンプ大 会
・ロケ ッ ト大 会 ・ジ ュニ ア リー ダ ー養 成










子 どもの居場所 を地域 で支 える 「アン ビシャス広場 」
福岡県
福岡市青葉公民館 主事 安岡 由雄





























自主 グルー プや各種 団体 とのネ ッ トワー ク 「アスネ ッ トね ぎ し」
青森県八戸市立根岸公民館
























070市 町村 →69市 町村 →62市 町村 →19市 町(?)
(15年度末)(16年 度始)(17年 度始)








・公民館活動活性化ステップアップセミナー(県 内5ヶ 所 … 管内別研修会)
(～平成14年)
愛媛県公民館研究大会(県内 東中南予 持ち回り)







































































研修 ・研 究事 業名
実践事例名(テ ー マ)
事業主体(実施機関)






























市民 と行政 の 「知 ・財 ・役 」 を循環 させ る地域 電子通貨 「ラブズ」
NPO法 人 ラブズサポー トセ ンター
市、NPO法 人
NPO法 人 ラブ ズサポー トセ ンター 代表 渡 辺 敦
1,今 、わた したちが直面 する社 会問題 …
・ 温暖化 とそ の影響
・ マネー システム の問題 と貧富 の差 の拡大
・ 資源 消費の拡大 と資源 の枯渇etc.
⇒ 持続 不可能な社会
⇒社会 システム変 革の必 要性
⇒資源 消費低減の第一 目標は1/4 ,第.二目標 は1/10
2.で は、ど う考えれ ばよ いか
・ 社会全体 を総体 として捉 える
・ 持続可能な めざすべ き社会 のイ メー ジを共有す る
⇒ ビジョンを持 つ
・かながわ の新 アジ ェンダ21か ながわ 一想像 して ご らん2033年のかながわ 一
3.「 ラ ブス 」 は そ の よ う な社 会 を 作 る た め の ま ちづ く りの 道 具
・ ラ ブ ス 「LocalValueExchangeSystem」地 域 の価 値 交 換 の し くみ
・ 基 本 理 念
・ ラブス の しくみ紹 介
・ICカー ド上 の電子 地域通貨(補 助 的紙 幣 も併用)、約
8万人 がICカ ー ドを保有
・イ ンター ネ ッ ト上の 「人」 「もの」 を大 切 に、「ラブ
で ショッ ピング」 のコーナーで情報交 換
・イ ンター ネ ッ ト上で の ラブの譲渡
・多様性 を尊重 す る しくみ
・ 流通実績
・平 成14年 度流 通実績750件 、約60万 ラブ
基本理念1




とでお互 いの喜びを発 見しこれ が広が
ることでまちを豊か にしていこうとする
まちづくり活動です。
・認 知度 アンケ ー トで は、認 知進み、 ラブ活用 の機 運高 ま りつ つあ る
・ ラブスで まちは 変わった か?
⇒ まだ まだ、 不十 分0変 わ る芽は出 てきたが …
・ 何故か?経 済が変 わ って いない もっ と大 きな交流 を作 り出す必 要があ る
⇒ 運用 ルール の改 定
⇒ まちづ くりのッール の効果 的な連携が必 要
4.そ もそも地域通 貨を どう捉 えるか
・ そ もそ もお金 とは何 か
・ 地域 通貨 の考 え方
・ いろい ろな タイプ、 マ ップ
・ 地域通 貨 の実 績 ピーナ ッツ、 ガウ、 トロ ン トダ ラー 、 コ ミ ュニ テ ィ ヒー ロー カ ー ド
5.自 立 を志 向す るまちづ くり
・ 総体 として 自立 をめ ざすまちづ く りへの大和 市の挑戦
・ ラブス 人、 もの、 まちを大切 にす る経済循環 づ くり、循環 型社会 づ くり
・ 地域社会 の各構成 組織 の 自立 と効率 的連 携(パ ー トナー シ ップ)
・ 豊かで持 続可能な 地域社 会形 成のた めの教育 システムの あ りかた
以上
16
研 修 ・研 究事 業名
実践事例名(テ ーマ)
事業主体(実施機関)
連携 ・協 力機 関等
発 表 者
生涯学習機関等の連携に関する実践研究交流会
市 民 と市役 所が協働 してつ くる 「ウェブ シテ ィ さっぽ ろ」
札幌市企画調整局情報化推進部IT推 進課
市 ・市 情報 セ ンター、NPO法 人 、札幌総合情報セ ンター
札幌市企画調整局情報化推進部IT推 進課 岡 未魚子






















札幌 市企画調 整局情 報化 推進部(サ イ トの 設置者)
NpO法人 シ ビ ック メデ ィア(取 材 ・編 集 ・運 営)
札 幌総合情報 セ ンタ ー(シ ステム保守)
1事 業 の概要
行政情 報,民 間情報 を問わ ず 「さ っぽろ」 に関する情報 がわか る地域 情報 サイ トを
目指 し,2002年12月12日にオー プ ン。(htt//webcitsaoro'/)
札 幌 に住む 人々が,行 政情 報だ けのサ イ トで もな く商用 目的のサ イ トで もな い,自
分た ちのための 「地域情 報サ イ ト」 を運 営す ることを通 じて,住 み よ い街 を創 る一助
とな る ことを 目指 し,自 分 たちの ため に,自 分 たちが知 りた い ・大 切 と思 う情報 を市
民の 目線 で発信 して いる。
・札 幌市市 民情 報セ ンタ ー とい う地域 の情報発信 の中核施 設 をべ一ス に,こ の よ うな
市民 によ る 「市 民 ジャー ナ リズ ム」と い う活動 と,IT活用の メ リッ トとの融合 によっ
て,市 民生活 を 「よ り便利 に」rよ り豊か に」 して い くことを 目的 と して いる。
2連 携 ・ネ ッ トワー クの 効果
さ っぽ ろとい う地域 で暮 ら し,人 と関わ って生きて いる 当事者で ある,市 民 自 らが
イ ンターネ ッ トサイ トとい うメデ ィアをつ くる担 い手 とな るこ とによ って,客 観 的な
事象 の報道 に重み を置 くプ ロの ジ ャーナ リス トと違 い,「市民 ジャーナ リズム1と い う
活動 を通 じて市民の 目線が 生 きた事例 が生 まれてい る。
運 営委員会 方式で 運営 す る 「ウエブ シテ ィ さっぽろ」 の誕 生 によ り,続 いて 「お も
て な しの心 」で観 光客 を迎 え入 れ る観光情 報提供サ イ ト 「よ う こそ さっ ぽろ」,区内 の
子育 て情報 を育児 中の親 の視点 で まとめたrKA-YELL厚別 区子育 て情報 ペー ジ」な ど,
次 々の規模 の大 きいサ イ トが誕 生 し,互 いに連携 しあい,交 流の ネ ッ トワー ク も広が
って いる。
市役所 内部での認 知度 が高 まる につれ,市 民の立場 にた った情 報提供 に気 を配る職
員 が増加 し,市 の事業担 当職 員が書 いた記 事の提供が増 え てい る。
3連 携 ・ネ ッ トワー クの今後 の課 題
・ 掲 載 コ ンテ ンツや 方法 等 につ いて ,一 般の 利用者の 声を反 映 させ る こと。
・ 市民参 加の しや す さを確保 す るこ と。
4そ の他
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研修 ・研 究事 業名
実践 事例名(テ ーマ)
事業主体(実施機関)
連 携 ・協 力機 関等
発 表 者
生涯学習機関等の連携に関する実践研究交流会
NPO法 人 ・行政 ・公 社 による協働事業
(財)足立区生涯学習振興公社
NPO法 人 、NPO活 動支援セ ンター 、子 ども家庭支援 セ ンター、男
女共 同参画 プラザ、生涯学習課 、青少年 セ ンター、生涯 学習セ ンター 、
地域学習セ ンター





① 組 織 概 要
MEMO(i)平成8年 公社事業 「生涯学習 ボランテ ィア養成セ ミナー」の修 了生 に
よ り生涯学習ボ ランティア グループ 「楽 学の会」 の結成
平成15年NPO法 人あだち学習支援ボ ランテ ィア 「楽学 の会」設 立
MEMo(ii)16.4現在 正会員79名 賛助会員6名 後援会員3名 顧 問6名
② 主 な 活 動 な ど
MEMO(111)公社主催事業 の準備 ・受付 ・司会 ・運営 ・片付 け、 自主事業 ・協働事業の
企画 ・提供、学習情報提供
MEMO(iv)◎会費収入 中心、経費的な支援 無 し、会u室 も有料使用
◎ 「関係機関か らの」事業助成金、委託事業等 か ら
◎ ボランテ ィアの活動 は原則無償
3本 協 働 事 業 につ いて
① 事 業 の 背 景 ・経 緯
② ボ ラ ンテ ィア活 動 の支援 ⇒活 動 の 広 が り⇒ 協 働 事 業 へ
③ 様 々 な 連 携 ・ネ ッ トワー ク ・協 働 の ス タ イル












(NPO法人):NPO法人あだ ち学習支援 ボラ ンテ ィア 「楽 学 の会」
(行政):子 ども家庭支援 セ ンター ・男女共同参画 プラザ ・NPO活動支援 セ ンター
生涯学習課 ・青 少年 セ ンター
(公社):生 涯学習 セ ンター ・竹 の塚地域学習センター ・梅 田地域学習セ ンター
1事 業の概要
足立区では、区民の 多様な学習ニ ーズに対応す るため、区民 ・ボ ランテ ィアやNPO、高等教育
機関、民間企 業等 との協働 ・連携 によ る多様 な学習事業 を展開 してきた。
厳 しい財政 状況の中で、出来るだけ少な い人的 ・経費的コス トで、 多様 な学習機会 ・学 習事業
の質と量 を どう確保 ・拡充 してい くか とい う課題への取 り組みで もあ った。
当初の公 社や教 育委 員会か らのNPO法人 あだち学習支援ボランテ ィア 「楽学 の会」への支援は、
やがて学習 支援NPOの活動 と しての 「行政 ・公社 との連携 ・協働」事 業へ と進化 していった。
柔 軟で多様 な連携 ・協 働のスタイル を取 りなが ら展 開されたfNPO一公社一行政 との協働」事
業は、区民 に多様 な学習機会を提供 し、か つ協働機関 それぞれ に 「協働 メ リッ ト」をもた ら した。
(参考)「≡座企画、講師選定 ・依頼、 会塚 備、受付、司会、講 師1、 をNPOが行 うと





























2連 携 ・ネ ッ トワー クの効果
(1)地 域の学習事業 を地域住民 が行政 と共に創 り上 げることが可能 な こと、その事業効果 が高
いこ と、以降の活動や協働事 業の可能性 に期待で きること等 を検証す る ことができた。特
に住民 との協働事業の成果 と実績 が、従来 の事業手法や感覚な どについて、職 員の意識改
革 を進 めるよい契機 となった。
(2)公 社 ・行政 は、少 ない人的 ・経費的 コス トで、 しかも住 民参画 に よる学習機会 を区民 に提
供す る ことができた。NPOもまた通常 よ りも低 いコス トで事業 を実施 す ることができた。
(3)「 学習支援NPO」の存在 ・活動 を地域 や行政内に周知す る結果 とな り、 かつNPO法 人の
活動領域 が広 が るなど、(お金 のかか らな い)NPO活動支援 にな った。
3連 携 ・ネ ッ トワー ク事業の課題
(1)連 携す るNPO側の 「連携 メ リッ ト」の拡充 ・NPO活動へ の支援 内容
(2)行 政 ・公社 ・NPOの「単独事業」 と 「連携事業」の調整、及 び全 区的展 開
(3)職 員 の意識改革、及び これ までの事業手法の転換
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子育てネ ッ トワー クと公民館 との協働活動
NPO法 人新座子 育てネ ッ トワー ク
市教育委員会 ・健康福祉部、県教育委員会 ・健康福祉部、大学、
国立女性教育会館、文部科学省、厚生労働省









社会教育施設を拠点 とする様 々な活動 と事業の広が り
公民館 を拠点に成長す る子育てネ ッ トワーク
教育行政における最近の家庭教育支援の動き
平成16年 度
「家庭教育支援のための行政 と子育て支援団体 との連携促進 について」報告書
http://www.mext.go.in/hmenu/houdou/l6/03/0404120Lhtm
子育てネ ッ トワー クとの連携に当たっての4つ のポイン ト
1)親 の主体的な 「学び」 と 「育ち」を支援
2)自 立 した協力関係





NPO法 人 新 座 子 育 て ネ ッ トワ ー クhttp:〃homepage2.nifty.com/niizanet/
坂 本 純 子 事 務 所htt:〃home〕ae3.nift・com/i-sahamoto/index.html
国 立 女 性 教 育 会 館:子 育 て ネ ソ トワー クデ ー タベ ー ス
http:〃winet.nwec.jp/kosodate!illdex.html
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ボ ランテ ィア自身の子育て支援 、ボランティアのキャリア形成 な ど
■3.連携 ・ネ ッ トワー クの今後の課題
子育て支援セ ンターの運営委託な ど、ボランティアを超えた専門集団としての期
待が高まってお り、それに応えて いくための努力が求め られています。
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研 修 ・研 究 事 業 名
実践事例名(テ ーマ)
事業主体(実施機関)




NPO法 人 「ふ くろ うの森 」
市 ・市教育委員会 、市立図書館





NPO法 人による図書館業務支援 氏名 板 東 武
NPO法 人 「ふ くろうの森」
鳴門市,鳴門市教育委員会,鳴門市立図書館
1.事業の概要
(1)NPO法 人 「ふくろうの森」は、2003年5月 鳴門市立図書館を拠点に
活動しているボランティアグループが、一つになってさらに大きな活動をす
ると共に、市立図書館の諸活動を支援するために設立した。
(2)設 立後6か 月を経過 した時点で、鳴門市 ・鳴門市教育委員会から図書館業
務の委託要請を受ける。法人として検討を重ね、2004年4月 から 「カウ
ンター業務支援」 「移動図書館業務支圭琴」 「図書館行事支援」 「京文庫 ・調
査研究室管理支援」 「その他図書館業務支援」を1年 間の試行として受託。
(3)1年 間の試行の成果と反省に立ち、2005年 か らは受託業務を継続する
ことにし、現在会員一体となって取 り組んでいる。
2.連 携 ・ネ ッ トワークの効果 '
喉.`
(1)鳴 門市行政とNPO法 人 「ふくろうの森」の連携は多くの市民から賛同を
得ることができた。









特定非営利活動法人 「ふくろ うの森」 設立の経緯
1.設立趣 旨 鳴門市立図書館のボランティアとして「モモの会」が誕生
して、9年 が過ぎようとしている。その間、図書館での本の
読み聞かせ を中心にボランテ ィア活動 をし、乳幼児から小学
生までの読書活動に多大な貢献 をしてきた。
来年から学校週5日 制完全実施 となる。 この際、図書館






























研 修 ・研 究事 業名
実践事例名(テ ーマ)
事業主体(実施機関)
連 携 ・協力機 関等
発 表 者
生涯学習機関等の連携に関する実践研究交流会
中 ・高 ・大連携 「チャ レンジー ものづ く り教 育」推進 事業
千葉県立東総工業高等学校
中学校、高等学校 、大学、県教育委員会
千葉県立東総工業高等学校 教頭 菱木 勝平
1本 校の概要
2こ れ までの取組 状 況等
3も のづ くり教育(中 ・高 ・大連 一貫連携)携 推進事 業 の概要
(1)「 目指せスペシャリスト」推進の構想図




4予 測 され る事 業 の効 果
5本 事業 の実施の効 果
6今 後の本 事業の 方 向性(予 定)


















「ものづ く り基盤 技術 振興 法」に基づ き、小 ・中 ・高 ・大 が連携 し初等教 育
か ら一 貫 した 「ものづ く り教育」 を強力 に推進す るこ とに よ り、科 学技術 立国
日本 、及 び 工業県 としての千葉 県の次 代の地域 に貢献す る優 秀 な中核 技術者 の
養成 を 目指す。
(1)工業 高校 ものづ く り教育 出前授業
工業 高校生 が 自 らの技術 ・技能 を生か して先 生 とな り、近隣 の 中学校 に出
向き 「ものづ くり体験学習 」の指導 をす る。
(2)中学生 ものづ くり面 白科学体験講座
将来の科学技術者 を目指す 目的意識 の明確 な小 ・中学生を対象 に、大学の教員
を講獅 とした 「ものづ くり体験講座 」を行 う。
(3)工業大学出前授業
2連 携 ・ネ ッ トワー クの効果
(1)「中 ・高 ・大連携推進協議会」で積極的に交流促進 ・協議す ることによ り高等
学校関係者 と大学関係者 、及び中学校関係者 の交流を促進 し、相互理解 を図 り、
円滑な中等教育 ・高等教育への円滑な接続 と工業教育の活性化に寄与 している。
(2)中学校 と工業高等学校 が連携 し、ものづ くり教育を推進す ることによ り、 もの
づ くりの楽 しさを体得 し、工業高校の専門的な学習内容 を理解することによ り将
来の進路選択の一助 となった。
(2)将来の科学技術者 を目指す中学生を対象に、大学の教員が 「面 白科学体験講座 」
を実施 し、実際に ものづ くりに触れることに より、科学への興味 ・関心を喚起 さ
せ ることができた。
(3)高校 生が大学の教員 による出張講義に参加す ることによ り、大学の授業内容を
理解 し、今後 の高等教育への 円滑な接続 を図る とともに、学習意欲 の動機付け と
なった。
3今 後 の課題
(1)次年度に向けて、将来の科学技術者 とな りたい子 ども達(小 学生)を 対象に
ものづ く り体験講座 を開催 し、小 ・中 ・高 ・大相互連携 して学校種 を超 えた交
流 を促 進 していきたい。
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研 修 ・研 究事 業名
実践事例名(テ ーマ)
事業主体(実施機関)
連携 ・協 力機 関等
発 表 者
生涯学習機関等の連携に関する実践研究交流会
い きいき と した地域 の健康づ く りシステム
筑波大学
大学 、企 業、市町村
























テーマ:い きいきとした地域 の健康づ くりシステム
氏名:村 上晴香
事業主体:筑 波大学体育科学系




地 域 にお けるfITを 利 用 した 双 方 向 による健 康 ・体 力 つ く り支 援 シ ステ
ム:e-healthシス テ ム 」 を 、 自治 体(大 洋 村、小 鹿 野 町 、 つ くば 市)と 企業




















地域 で育て よ うす ごや かな子 ども 「い きい き学生 ボラ ンテ ィア」
小平市教育委員会
大学、市教育委員会 、社 会福祉 協議 会 、ボ ランテ ィアセ ンター等









「地域で育てよう す ごやかな子 ども1を 基本理念に、教育課程の移行期である平成12年
5月か ら、上記の近隣大学の学生や市内に在住する学生、並びに教育実習で訪れる学生 に呼
びかけ、学生 ボランティアによる学校支援 を開始 した。開かれた特色ある学校づく りを推進
する一環 として実施 し、活動内容は、各教科、総合的な学習の時間等の授業、クラブ ・部活
動、運動会や遠足などの行事、介助、安全巡視、図書指導等の支援活動である。
2連 携 ・ネ ッ トワークの効果
ω 地域の教育力の活用 による開かれた学校づ くりの推進 ・支援




(1)東京都地域 サポー トネ ッ ト事業 小平市の事例紹介(リ ーフレッ ト参照)
{2)社会人ボラ ンテ ィア(保 護者、社会福祉協議会、企業等)の 実績紹介
(3)シニア ・シルバーボ ランテ ィア(高 齢者福祉課、高齢クラブ等)の 事例紹介
4連 携 ・ネ ッ トワークの今後の課題
(1)学生の派遣時間の向上 ・活性化











神戸大学 非常勤講師 佐藤 優香
■ミュー ジアム・リテラシーの育成
学校教育 におけるあらたな博 物館利 用をめざして
1.「学校 」にとっての博 物館
















4.博 物 館 機 能 を理 解 す ること
・ 博物館を使いこなすカ ー ミュージアム・リテラシー





研修 ・研 究 事業名
























































インター ネットとは、世 界 中 に広 がった物 理 的ネットワークであり、WWW(WorldWideWeb)はそれ を利 用 し
た通信 手段 の 中でハイパ ーテキストを実現 したシステムを言います。
いわゆるホームペー ジであるWebペ ージは、WWW上 にあるHTM:L(HyperTextMarkupLanguage)言
語で書かれ たファイル のことです 。いまや 、インターネットは世界 の通信手 段 の主要なもの となり、コンピュータや
携帯 電話 はコミュニケーションの道 具としてのインターネットの端末 となりました。
■Webペ ージの しくみ
HTMLフ ァイルは以 下のように、タグ(コマンド)中にテキストと画像 などのリンクを配 置 したもの にほかなりませ











HTMLフ ァイルをっ くっただ けでは 、Webペ ージを公 開したことにはな りませ ん。専用 フォルダ に作成 した











































インターラクティブ に、リファレンス対 応などや 新 しい形 態 の教育 活動の場 とするべきです。したがって、単なるパ
ンフレットを電 子 化 したものは捨 てられ ます。また、Webペ ー ジは現実 の博 物館 の鏡 です。Webペ ー ジはその
組織や個 人の本 質(実質)が 出る媒体でもあります。活 動 が停 滞 していれ ば、ペー ジ更新 は少 なくなります。
博 物館 の電子 情報 化 という点でも、Webペ ージの果 たす役割 は大きいと思います。情報 が電 子情報 化されて
いなけれ ば 、Webページに掲載 され ませ ん。
博物館 のドメインや 活 動を見直 し、新 しい次の世 代の博 物館 活動 のためのシステム設 計 が今 必要 です。
■Webサイト作 成 の留意 点
以下の点をチ ェック項 目として、Webサイトをみてみ ましょう。
□博物館 のメッセージや ドメインは 明確 化 され ているか。
□来訪者 に必要 な情 報 が提供 され ているか。
□だれ にでも見やす いペ ージになっているか。
□博物館 に対 す る新たなニーズが形成 されているか。
[コ来訪者 に即 時 対応 できる活動 と体制 があるか。
□独 自の意 味 ある収集 活動 と情 報発信 ができているか。
■Webサイトの 実際
東海大 学社 会 教 育センターhttp:〃www.muse・tokai.jp/
東海大学海 洋 科 学博 物館http:〃www.umi.muse-tokai.jp/



























日本科学未来館 科学技術スペシャリス ト 新井 真由美
講義概要:
日本科学未来館は2001年7月に東京お台場にオー プンした最先端 の科学技術の情報発信拠
点である。展示の4テ ーマは国の重点科学技術4領 域に沿い 「生命の科学 と人間」 「技術革
新 と未来」 「情 報科学技術と社会」 「地球環境 とフロンティア」である。展示の対象は中学
生 ・高校生である。また、建物内には研究開発ゾー ンがあり、「相 田ナ ノプロジェク ト」や
「柳 沢オーファン受容体プロジェク ト」 など最先端の研究室が隣接 している。 この研究棟
ツアーをボ ランティアが毎週土曜日に開催 して いる。当館には、「見て もらうのはものより
人です」 「分かち合いたいのは心からの共鳴です」「ボランティアのカを結集 させ、人 と一
緒に成長 します」rコミュニケーションとネ ッ トワークづ くりも私たちの仕事 です。」「来て
もらう場があ りますが、出かけていく場 もあります」 といったコンセプ トがある。最先端の
科学技術、研 究を扱っているため、一見、展示類は高度な印象を受 ける。 しか し、最先端
の研究内容 と一般の来館者 をつな ぐ、 ヒ トの存在 によ り解決す ることができる。 この ヒト
は、サイエ ンスコミュニケーターの役割 を担って いる。展示を製作する段階で研究者か ら
最新の トピックスや研究の面白さを引き出す 「ヒト」が科学技術スペシャリス トと呼ばれ
る職員。その展示を展示場で来館者にわか りやす く伝える職員が、展示解説員(イ ンター
プリター)。そ して、もっと来館者に近 い立場で接するヒトがボランティアである。700
名を超える当館のボランティアは高校生～約80歳 まで と様々。10代、20代だけで5割 を
占める。講義では、そのボランティアの役目、職員のボランティアへの接 し方、10を超え
る様々な活動 内容、ボ ランティア同士のネ ッ トワー ク、ボランティアが継続す る魅力的な
活動を映像 を用 いて具体的に紹介する。また、ボランティア自身が企画 ・製作 した ビデオ





[2]r社会教育』(社会教育施設を核 にした市民 と行政のコラボ レーシ ョン 探訪11
["人博"開 館10周 年 とボ ランティアメッセ2002])2003年1月号p.40・43
[3】『果て しない宇宙で思う未来のこと』毛利 衛(著),林 公代(著)数 研出版
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独立行政法人国立美術館国立西洋美術館 主任研究官 寺島 洋子
1は じめに
2国 立西洋美術館 のイ ンターンシップ
・経緯 と概要(資 料1:2004募集案内)
32002年 度 教 育 普 及 イ ンター ンの活動
・目的
・活 動 内容(資 料2:Fu nwithCollection2002のチ ラ シ)
ギ ャ ラ リー トー ク
夏季 教 育 普 及 プ ログ ラム の補助
鑑 賞 教材 の 制作 と運営
・鑑 賞 用教 材"び じ ゅつ一 る"
4"び じゆつ一 る"
・制作過 程













2004年4月から原則として3ヶ 月以上 、6ヵ月以内とする。ただし、教育普及は 、前期(2004年4月～9月)
と後期(2004年10月～2005年3月)の2種類 のプログラムの募集を同時に行う。































































「情報 の提供」～ ぱるネ ッ ト岡山～
岡山県生涯学習センター
岡山県生涯学習センター 指導主事 野山 祐三
1.岡山県生涯学習情報提供システムrぱ るネ ット岡山」概要
2.入 力lDに よ る シ ス テ ム の活 用
・ プ'リセ ッ ト検 索 に よ るWebペ ー ジ作 成













奈良県社会教育センター 専門員 池田 隆彦















昨年度は年間18回 の研修を実施 した。広 く各テーマを設定 して、生涯学習の入 口を分か
りやす く丁寧に講義 ・実習 を行 っている。
午 後 の 部午 前 の 部日月回











カウンセ ラー 久保 岩男
「楽 し も う!
・レ ク リエ ー シ ョ ンゲ ー ム 」



























































































「望 ましい リーダー とは」
皇學館大学
教授 向 出 佳司














御所市教育委員会生涯学習課 技術職員 藤田 和尊
「介護体 験実 習」
高齢者福祉搬.ウォー ムヴィラ新庄園在宅看護支援センター





















者の両方が募集できるように、次の6つ のコースに設定 した。全コースの受講 も可能であ り、希
望のコースを選択受講 してもよい。
1)必修 コース'
① 生涯学習基礎コース σ単位)※ 修了証が必要なときはこれ を必須履修
2)選択 コース
※修了証が必要なときは次のコースの内2コ ース以上で19単位以上履修する こと
② レクリエーシ ョンリーダー養成コース(8単 位)
③ まちづ くりファシ リテーター養成 コース(10単位)
一46一
5社 会教育主事専門講座







熊本県教育庁総務広報課 参事 村上 稔

































































































研 修 ・研 究事 業名






北海道立生涯学習推進センター 研修調査課長 工藤 朝博
1市 町村の社会教育主事等による自主的な組織団体








○ 共 通 テ ー マ で 連 動 した 研 修 会 を行 う こ と に よ る成 果
○モデル事業を行 うことによる成果
(2)課 題



























研修調査課長 工 藤 朝 博
1は じめに
北海道は、全国で最 も広大な土地 と数多くの市町村 を有する地方 自治体で ある。 このため、212市 町
村を14管 内に区切 り、 さらに14管 内を道南 ・道東 ・道北 ・道央の4ブ ロックに区切っている。単一市







社会教育主事等の研修は、一般的に、国 ・都道府県 ・市町村の教育委員会や研修セ ンターが主催 し実施




には、すでに6管 内で管内社会教育主事会が設立され活動 していたが、本協議会の設立 と同時に、4管 内
で管内社会教育主事会が設立され、合計10管 内の管内社会教育主事会が加入 して本協議会は設立された。








北海道教育委員会は、昭和39年 当時、全道的な研修会とブロック別研修会を実施 してお り、北海道社
会教育主事会協議会は、設立と同時 に参画し、北海道教育委員会 と一体 となって研修の企画 ・運営 に取 り
組んできた。
北海道社会教育主事会協議会は、昭和49年 まで、独 自に北海道社会教育主事等 中央研修会を主催 して












「地域にお ける生涯 玄'の は どうあればよいか
村における生涯教 の具体 な 践方策はどうあれはよいか
「市 寸における生涯 '笥 の 整 ・ をどう図ればよいか
「fに おける生涯教太' の ・ を どう ・れ ばよ いか
「生涯学習社会の実現と社会教育のあ り方」
～生涯当 の環 づ くりのため公 ・ 会教 が果たすべき役1～
「生涯学習時代における社会教育のあ り方」
～2習 機会拡充のための広 な 会教 行政の推'～
「生涯学習時代における社会教育行政の新 しい展開」
～ 庭 ・愚 ・地 会のネ ・ トワークの形 をめざ して～
「活力ある生涯学習社会の構築に向けた社会教育行政のあ り方」
～愚 の を生か したII'性豊かで活 ある 会の をめざして～
一52
☆昭和57年 ～平成5年 … 生涯教育(学 習)の 理念の浸透を図る試みの段階
☆平成6年 ～平成15年 … 理念をふ まえた広域行政やネッ トワーク化の具体的方策の理解




ブロック別研修会は、毎年、5月 か ら6月 にかけて、各ブロックごとに実施されてお り・ ここで協議 さ
れた内容は、ll月 に開催 される全道社会教育主事等研修会で報告 される。




議会の主催で実施 して きた研究会で ある。
多種多様な課題 を抱 える各市町村の社会教育主事は、同様の悩みを抱える他市町村の社会教育主事の実
践にヒン トを得て、 自分のまちの実態に合わせた ユニ夫を加え、翌年の事業等 に役立てて きた。










・参加者の主体 的な研修会 とな り、参加意欲を高め られる。
・市町村の意見を反映した研修会なので、市町村にお ける研修 成果の浸透が早い。
・北海道 と市町村の距離が縮ま り、一体化した社会教育行政が展開できる。
○共通テーマで連動 した研修 を行 うことの成果
















北海道では、近年の地方 自治体の財政的な問題か ら、これまで と同様の研修機会を提供することが困難
になってきている。特に、北海道立生涯学習推進セ ンターが実施 してきた、社会教育主事 に対す る専門的
な研修機会は、昨年の国の補助金廃止 に伴 い、今年度は半減 している状況である。
また、市町村の社会教育主事の数は、今後の市町村合併によ り、減少す ることが予想 され、管内社会教
育主事会にとっては、会員の減少 につなが り、会を維持することが困難になって くる。
このような中、社会教育行政は、今後の 「人づ くり」 「地域づ くり」 に、社会教育がどのような役割 を
果たしているのか、実践 による様々な成果 を具体的 に検証 し、財政当局にその重要性を認識 して もらう必
要がある。
北海道に置いて このような考えを具現化する方策 としては、北海道教育委員会 ・北海道立生涯学習推進





社会教育行 政が、実践 を通 して確かな成果 をあげるためには、専門職 としての充実 した研修が必要であ
り、そのためには、それぞれの研修 プログラムが日々の実践と直接結びっ くものでなければな らないし、
民間の研修手法に学びなが ら、質の高い研修 プログラムにしなければな らないと考 えている。
北海道立生涯学習推進センターでは、このようなプログラムを 目指 し、昨年モデル的 に、教育局(地 方
教育事務所)の 社会教育主事を対象とした研修に置いて、日々の実践 と結びついた内容を民間の研修手法
を取 り入れなが ら実施 した。(資料2>
今後、北海道立生涯学習推進セ ンターの役割 として、一層充実 したプログラムの開発 に努める必要があ
る。
6お わ りに
現在、地方 自治体の財政不安や市町村合併など、生涯学習や社会教育を推進す るための環境は、必ず し
も、追い風 といえる状況ではない。 しか し、このような状況であるが故に、「人づ くり」 「地域づ くり」の
礎となる生涯学習や社会教育の推進が必要となる。
そのためには、社会教育主事が専門職 としての資質の向上に努め、生涯学習 と社会教育の必要性を科学




























































































札幌市中央図書館業務課 事務職員 武田 雅史
1ど のようなものか
(1)目的 と体裁
ア ビジネスや日常生活に役立っ資料 ・情報源を紹介 したテーマ別のパ ンフレッ ト。
イA44P=表 紙+3p(A3二 っ折 り)
② 記述項 目
ア 資料名,請 求記号,出 版社名,出 版年,書 架No.,解説 ・コメン ト等
イ 情報源(ホ ーム ・ページ)名,作 成 ・運営主体,解 説 ・コメン ト等
(3)種類(発 行年月/初 版発行年月)










































ア レファレンス ・マニュアル(分 野別調べ方)の 作成
⇒ 国立国会図書館 レファレンス協同データ ・べ一ス実験事業
イ ツールの作成
即答資料 ・情報一覧(資 料2-1参照),基 本参考資料 ・郷土資料一覧




ア ビジネス,学 習,日 常生活等ジャンルの広が りと高度化,専 門化。
イ 活字資料で対応できなかった分野 ・情報の利用。
⇒ インターネッ ト専用端末の導入(職 員のみ→利用者への開放'03.1)。
(3)相談カウンターの設置('02.3)
ア 専任の相談担当職員の配置。
イ 室内 レイアウ ト変更(貸 出用資料,調 査用資料混在の解消/動 線)。
(4)利用者教育の必要性,先 進他館事例
ア 情報活用法指導の具体的な展 開方法の検討。




ア 利用者は自分で調べ る意欲 も能力 もある。(「 待ち」の レファレンス脱却)
⇒ 利用者が自分で探せるように,請 求記号 と書架Naを付記 し配架図を付す。
⇒ ガイ ド 「資料 ・情報の探 し方」(情 報活用法指導の具体的な方法)
イ 資料 ・情報に付加価値 をつける。
⇒ 主題別の資料 ・情報編成 と解説 ・コメン ト。
ウ 地域資料 ・情報の重視。
(2)複合的 ・相互補完的な資料 ・情報活用
ア 活字資料の種類(一 般,参 考,郷 土,新 聞 ・雑誌等)
イ 活字資魁 と電子化情報(Web情 報源,CD-ROM等)
ウNDC(例:食 品 ・食料;12分類以上)
4図 書館からの情報発信
(1)資料 ・情報ガイ ド(印刷物)の 作成 ・館内配付
② 図書館ホーム ・ページか らの情報発信
ア 資 料 ・情報調査用 リンク集(情 報の種類 ・性質別)
Web情 報源(有 用ホーム ・ページ)の 編成。
イ ビジネス支援資料 ・情報ガイ ド(分野 ・主題別)
所蔵資料,Web情 報源への リンク(印刷物 を超えた機能)。
61
(3)資料 のデジタル化(現 在取 り組み中)
ア 郷土資料貴重書(江 戸 ・明治期)の デジタル化 と一部ホーム ・ページ掲載。
イ 旧札幌市(北 海道)教 育会旧蔵資料(明 治期和書)の 書誌データ作成 と一部デジ
タル化,及 びホーム ・ページ掲載。
ウ 昭和期の地域新聞記事 スクラップ見出しデー タベース作成 と記事のデジタル化。
5今 後の方向性 と問題点
(1)方向性=地 域支援 のあ り方
ア 地域住民一市民の課題解決のための資料 ・情報提供。
地域の課題,生 活の課題,仕 事上の課題,学 習の課題等。
イ ジャンルを特化 させず,幅 広い,様 々な見方か らの資料,情 報の提供。
図書館単独での限界=底 の浅 さをどのように克服するか。
ウ 專門情報機関や各種団体等 との提携 ・連携=古 くて新 しい課題。
○ 紹介 ・照会にとどま らない,他 機関への積極的な働 きかけ(定 期的会合)。
○ きめ細かな情報収集 とツール化(情 報機関名簿,リ ンク集)。
○ パ ンフ類の収集 ・配付,補 充。
※ 「情礁 ・罷徽のための図書館ナ レッジガイ ドブック 繍機関名簿2003」 ひつ じ書房
都立中央図書館編 ホーム ・ページでも公開
※ 『神奈川県資料室研究会』 事務局:県 立川崎図書館
② 問題点
ア 組織的対応の必要
ガイ ドや リンク集の作成 は単独でも可能だが,継 続的かっ積極的な対外的取 り組
みには組織決定 と組織的対応が必須。
イ 新 しい資料 ・情報,及 び動きへの対応
○ 新 しい資料 ・情報の収集 ・発見 ・消失 ・変更等 を各種ガイ ド,ツール,リ ンク




○ 豊田恭子 「図書館現場 におけるビジネス支援 一基本情報源ガイ ドの作成一」
(特集:ビ ジネス支援事始)『 みんなの図書館』No.302p.25-92002.6
0武 田雅史 「札幌市中央図書館におけるビジネス支援一ビジネス支援資料 リス ト等
の作成事例一」(特 集:地 域に根ざ した ビジネス支援事業)『 現代の図書館』
No.166p.82-942003.6
(2)Web情報源
○ 都立中央図書館ホーム ・ページ(「 知 ってい ると便利」シリーズ)
○ 国立国会図書館ホーム ・ページ(「 テーマ別調べ方案内」)
○ 岐阜県立図書館ホーム ・ページ(「 調べ物に役立っ文献案内 ・リンク集」)
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家庭 教育への支援～ 「子 どもに もっ とお はな しを」
(財)松戸市おはな しキャラバ ン
(財)松戸市おはなしキャラバン 事業部長 滝川 幸子
1.㈱松戸市お はな しキャラバ ンについて (14:55^15:05)






2.「 お は な し」 と は? (15:05^15:20)
○すぱな し、絵本、紙芝居、絵巻物、16mフィルム→ 「おはな し」を伝える手段
○財団の 「おはなし」の進め方→対話方式
「おはな し」で子 どもの心 を豊かに。
●実演 「うこいちゃだめ!」(絵 本の見せ語り)
●実演 「食わずにょうぼう」(紙 芝居の上演)





② 「絵本 は じめのい一っぽ」
(参考資料 「絵本 はじめのい一っぽ」ちらし、おたよ り6月 号)
○松戸版 「ブック ・スター ト」……平成14年9月よ り開始























熊本市立図書館では、レファレンスサー ビスやインターネッ ト予約等を行 っている。
2学 校図書館資源共有型モデル地域事業 につ いて
学校図書館の読書センターと情報セ ンターとしての機能を有効に活用 した教育活動を推進
するため、図書情報データベースの構築、全市共通図書管理検索ソフ トの導入、物流ネ ッ ト
ワークの構築、読書活動に関する研修の充実を進めた。












今後は、学校間、学校一市立図書館 ・公民館図書室間配送 システムの拡大(市 立全小中学
校117校)や図書情報データベース管理、図書の物流管理等を行 う学校図書館支援センター
の設置を 目指す。




















































































































高石市立図書館 館長代理 河嶋 恵
① 市民に役立つ図書館めざして2003年3月1日、海岸沿いから駅前再開発ビ


































































富士見町役場総務課 主査 平出 裕一











3、ネ ッ トワークで変わ る職員意識






17年5月 のパソコン、ソフ ト更新をめざ し研究中






市、富士見町、原村の6市 町村か らなっています。全体の面積 は約715Kl㎡ 、人 口約2
1万人で構成され、山岳、高原、温泉、花火大会、スキーなど、一年を通 して観光客が絶
えない観光地域 としての特色が色濃 い一帯です。
平成17年3月 には合併 の予定が あ りますが、諏訪市、岡谷市 、下諏訪町の3市 町で合
併の話 を進めている所であり、まだ確定で はあ りません。
2、『諏訪広域図書館情報ネッ トワークシステム』の経緯
導入前 にコンピュー タ管理を行って いたのは茅野市(三菱のオフコン)のみで、岡谷市、
下諏訪町、諏訪市(諏 訪市には 「信州風樹文庫」 を含む。風樹文庫 は、岩波書店創立者岩
波茂雄が諏訪市 出身だった ことか ら、地元青年団の情熱的な働きかけによ り、戦後 の岩波
書店発行 の全図書を受贈し、所蔵 しつづ けている全国唯一 の図書館)の 各図書館はブラウ
ン方式を採用 していま した。
諏訪地域 は早 くか ら広域化 の試みがな され、昭和44年 に国が提唱 した広域市町村 圏構
想 に基づ いて、昭和47年9月 、6市 町村 をもって 「諏訪地域広域市町村圏事務組合」(以
下 「広域」)を設立。地域総合整備事業、テ レ トピァ構想な どを実施 してきま した。
この 「広域」は、平成10年4月 に 「諏訪広域行政組合」、平成12年7月 に 「諏訪広域
連合」 と名称が変更 され現在 に至 っています。
図書館サー ビス以外の行政面では、6市 町村 どこの窓 口で も住民票の写 しが取れ るとい
うサー ビスが行われて います。 このサー ビスは、テ レ トピア推進の実施主体 として昭和6
1年に設立された㈱諏訪広域総合情報セ ンタ(第 三セクター)の 共同利用型 コンピュータ
を使用 しています。
広域事業推進の流れの中で、平成3年 、広域三 役会で図書館 のネ ッ トワー ク化につ いて
研究 を行 うことが決定 され、話 し合 いや研究が重ね られて、平成5年11月30日 の広域
理事会 においてネ ッ トワー クシステムの導入が決定 されま した。 この間にも6市 町村 図書
館 の司書 ら実務担当者で組織 された会議 によ り細部の検討がなされ 、平成6年4月 か ら本
格 的な準備 をはじめました。(前述の㈱諏訪広域総合情報セ ンタを、現 システムで利用す る
ことも決定 された)
ネッ トワークの導入 には、いくつかの好条件がそ ろっていま した。
① 茅野市のオフィスコンピュータ(三菱)が平成6年 度で リースが切れるため、パ ソコン
への切 り替えを検 討 していた。
② 富士見町で平成6年(ネ ッ トワーク構築目標年)、原村で平成8年 にコンピュータ管
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理 の図書館建設 を計画 していた。
③ 岡谷市、下諏訪町、諏訪市にっいて もコンピュータ化が検討 されていた。
④ パ ソコン機器の性能の進歩、価格 の低下が 目覚 しかった。 等
平成7年4月1日 よ り、諏訪広域 公共図書館情報ネ ッ トワー クシステムがスター トし
ました。平成12年4月25日 には、システムのハー ドデ ィス クの残容量等機器面の問
題や、更なる各種機能の向上 を目指 して、システムのバー ジョンアップが行われました。
バージ ョンア ップによ りイ ンターネ ッ ト接続が可能 とな り、同年6月30日 にはホーム
ページ 「りぶね っと すわず ら～」 を開設、同時にイ ンターネ ッ トによる予約受付を開
始 しました。
3、システムの特徴
(1)セ ンター(「㈱諏訪広域総合情報センタ」内)を 置き、6市 町村図書館 の総合 目
録、TRCの新刊マーク、図書館利用カー ド情報(番号のみ)を管理 している。
集中分散方式を採用(セ ンター ・各館で各々にサーバーを持つ)




〈利用者情報〉・・図書館利用カー ドの番号のみを登録 して いる 〔集 中〕
個 人情報(名 前、住所 、生年月 日等)は プライバ シー
保護の観点か ら、カー ド登録館のみで持つ。 〔分散〕
※ ネ ッ トワーク内の図書館 は、1枚 のカー ドを使って資料 を借 りられ ます(バ ーコ
ー ドの仕様が同じため)。但 し、登録受付館でのみ個人情報 を持つため、現状では
他館 を利用する場合には新規利用館での登録が必要 にな ります。
新規利用館で登録 をす る際、登録 しようとするカー ドが有効で あるかをチェ ック
するため、番号情報をセ ンターで持つ。
プライバ シー保護、貸出などその都度セ ンター との接続が不必 要な動作につ いてのスピ
ー ドアップ、集中管理の利便性(検 索 ・予約など)の両方 を兼ね備 えた方式を採用 した。
セ ンターでは職員が常駐 しているわけではな く、パソコン3台 が24時 間稼動 してお り、
約10分 間に1度 の頻度で、定期的 に各館のデータベースか ら情報 を吸い上げデータ更新
を行って います。
このセ ンター機能によ り、
① リアルタイムに近 い形での貸出 ・予約状態を含めた総合 目録検索の実現。
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② 新刊マークデータを各館で引き出す ことができるため、未所蔵本の検索 ・登録が実現。





【図書館】・・自館検索、総合 目録(諏 訪広域館)検 索、新刊検索(TRCデータ)、CD・R
検 索(TRC等)、イ ンターネッ ト検索(OPAC館)
・ システムのバージョンアップによ り、前方 ・中間 ・後方一致、AND・OR・N
OT、 図書 ・雑誌 ・AVの 串刺 し検索(雑 誌 ・AVに っいては自館資料のみ)も
可能 にな った。
【利用者】・・タッチパ ネル端末検索 によ り、自館資料 ・総合 目録 の検索が可能。また、
館 の新刊、ベス トリーダー、人気著者を検 索するキー を追加。
・タッチパネルでの検索は、タイ トル(先 頭/キ ー ワー ド)、著者(先 頭/
キー ワー ド)、内容(先 頭/キ ー ワー ド)か ら、図書(雑 誌 ・AVは 自館
資料のみ)を 検索できる。
・ イ ンター ネッ ト接続をされたパソコンか らは、広域HPrす わず ら～」での本の




セ ンターで ある㈱諏訪広域総合情報センタの従来か らの配送ルー ト(税金、徴税令書、
水道 料の納付書等 を作成 し、各市町村役場に定期的 に配送)に 図書館 の貸借本 も配送 し
て もらっています。 これは月曜 日 ・祝 日を除 く毎 日各市町村を一巡 しています。
巡 回順 と各館 での予約受付時間によっては、午前中に予約 した本が当日届 くこともあ
ります。 また、貸出状態でなければ、遅 くとも2日 後までには本が届きます(祝 日な ど
配送が無い日を除 く)。
※ 経費は 「広域」の負担割合になっています。物 流に限 らず 、ネッ トワー ク導入時
か ら共通 に使用する部分は 「広域割」、各館個別使用分は 「各館負担」です。
「広域割」・・均等割2+人 口割8
(平成12年7月 「諏訪広域連合」 に改名時、変更 された。現システムでは変更




前述 しましたが、平成12年6月30日 よ りイ ンターネッ ト予約受付を開始 しました。
本の受け取 り館は、広域 内図書館 か ら選択できます。(例えば岡谷の本を茅野で受け取 り
たいな ど)そ のため予約の申込みは、 自館所蔵資料よ りも、他館資料への ものが多 くな
って います。
予約はインターネ ッ ト上か ら直接利用者がかけ られ るイメージになって いますが、実
際は一旦受 け取 り館ヘ メールが入 り、図書館職員が予約 をかけるという方法 をとってい
ます。これは、イ ンターネ ッ ト上では貸出中 ということや予約の人数はわかるのですが、
実際の返却 日がわか らないため、 自館で用意 したほうが早い場合があるということと、
新刊で人気のある本の複本 を大量に購入す る館 に予約が集中 して しまい、購入 した市町
村 よ り先に他市町村へ本が貸 出されて しまうな どといった問題があるためです。また、









物流 システ ムの整備 とタイア ップ による新展 開
鳥取県立図書館
鳥取県立図書館 館長 齋藤 明彦
1,物 流 システム の改善 と効 果
ア、従 来の物流～全市町村 の図書館 、 中央公 民館 図書室 を対象
リクエス ト配本～毎 日民間の宅配 便で送付
・リクエス トを受 けて原則2日 以 内 に届 ける
・年度 当初 に一括 契約(230円 ～税 別)
・専用 の袋(多 い ときは箱)
大量配本(セ ッ ト、団体 貸 しな ど)、回収～県所有の図書館 車
運転手 と司書の同行
イ、新 たな需 要 と現行 の問題 点
高等学 校 に常勤の 司書配置 開始(8校H14,7,1)
・従来 で きて いなか った高校支援 を～そ のた めには、物流 と人手




長 い 目で見 た司書職 の確保(定 数確 保、モチベーシ ョンア ップ)
ウ、新 システム～回収 、大量配本 の民 間委託
～運転手 を職種転換 し司書 へ(100日 分 の増員 、本人 のモチベー シ ョン)
～ステー シ ョンワゴ ン車(1800CC)の新規購入(運 転容易 、多 目的利用)
回数 、対象 の拡大が可能=県 立 の価値(存 在感)を 高め る基礎
・年10回 か ら24回 へ
・公 立 ・私立高校 全校へ の拡大 、大学 、類縁機関への支援 も可能 に
併せ て県 立 と しての あ り方 を再検 討 した
2,タ イ ア ップ～100=100か ら30+30=150へ の提案
ア、背 景
行 政需要 の増加、多様 化
職 員数 、予算 増の困難 さ











ビジネス支援(現 場担当者 レベル の委員会設置)
・セ ミナー実施 ～ 「売れ る!商 品 開発」(雇用 ・能 力開発機構)
～ 「道頓堀発!お もてな しの心」(商工会議所女 性会)見 学付 き
～就職適齢期 の子 を持 つ保護者 のセ ミナー(県 地域 労使就 職支援機構)
～起業者セ ミナー(全4回 経済産業 局な ど)
・パ ンフ レッ ト、チ ラシ類 の提供
・レフェラルサー ビス
・選書協 力(協 議 中)
各種 講座 開設(ビ ジネス と合わせ 、年50回 程度新 設予定)
・鳥取大学サ イエ ンスアカデ ミー(毎 月2回)
・鳥取環境大学 開放講座(仮4回)
・60歳 以 上、女性、初心 者 限定写真講 座(10回 ～15年 度)
・「古きよ きものた ち」(鳥大 地域学部 教官有志8回)図 書館保有資料 も使用
展示
・統 計で見 る鳥取県の農林水産 業(仮)夏 休み宿題相談会付 き(統 計情 報セ ンター)
・発 掘資料速報展(埋 蔵文化 財セ ンター)
・県 民の 日関連展示 「矢部 貞治展」(地域 自立戦略課)
・三徳 山三仏寺 パネル展(1・5年度 中部県 民局)
・SHOW(小)水 木 しげ る展(県 立博物館)
エ、何が 図書館 の売 りな のか
「た くさんの本 があって、そ れ を提供 でき る職員が いる」 だ けでは乗 って こない。
相手 がほ しが りそ うな もの の リス トを提 示す る(資 産 の棚 卸 し)
集客 ～位置、知名度、入 りや す さ、駐 車場、公共交通機 関
PR～ 入 り込み客数、提供 で きる媒体(ポ スター、チ ラシ(市 町村 図書館 へ も)、
コラム 、マス コミ、県 庁LAN、 メールマガジ ン)
会場～AV装 置 、快適 さ、展示ス ペース、応接室
テーマ に関連 した書籍 、雑誌一覧(顧 客満足度のア ップ)
本館の場合 は トップセール スが基本
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3,徹 底 したマネー ジメン トが必 要
ア、 コス トパフォーマ ンスの徹 底(特 に人的)
イ 、各方 面(行 政、マス コミ、協 力団体 、図 書館利用者)へ のア ピール を通 じて 図書
館の価値 を再確認 させ る
ウ、複数 の事業 の組み合わせ
工、新規事業 の集 中的展 開
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上 田市立図書館デ ジタル ライブ ラ リー か ら上 田情報 ライ ブラ リー の開
館 まで
上 田情 報 ライブ ラ リー
上田情報ライブラリー 主査 荒井 美栄子
はじめに
・ 上田地域図書館情報ネ ットワーク 「エコール」
・ 上田地域にはマルチメデ ィア研究センター(丸 子町)、マルチメディア情報センター(上 田市)等 の存在
1上 田市立図書館デ ジタルライブラ リー(httg://www.echol.gr.ia/digilib/inde×.htm1)









































市議会市長提案 「再開発ビル4階 の公益施設につきま しては、(仮称)情
報ライブラリー、行政サービスコーナー、年金相談センター、会議室などを設置 し、中IV1市
街地の活性化にも役立ち上田市の玄関 ロにふさわ しい市民の皆様に親 しまれる施設にした
い」























































⑥ フリーユ ースコーナー及び閲覧席 インターネット接続ロ38ヶ 所、100席
⑦ セミナールーム30席
⑧ 市民サロン ・ことばの繭ホール60席




・ 雑誌 約250タ イ トル
・ 新聞30紙
・ 視聴覚資料 約300タ イ トル
・ データベース (日経テレコン21、信濃毎日新聞DB、 聞蔵、医中誌、ルーラル電子図書館ほか)
(3)今後の課題
3参 考文献
(1)『上田地域社会教育施設(図 書館等)情報化 ・活性化推進地形報告書』上田地域社会教育施設(図 書館
報化 ・活性化推進委員会編集 ・発行2000年3月
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図書館司書専門講座研修 ・研 究 事業名
イ ン ターネ ッ トを活用 した情報提供実践事例名(テ ーマ)
奈良県立奈良図書館事業主体(実施機関)










→ 「奈 良県立図書情報 館ontheWEB」
→ 「地域生活情報 クイ ックサー ビス」
・業務 利用(調 査 ツール ・情報 の共有化)
2.これまでの経緯(主 なもの)
奈 良県立図書館整備基本構 想が策定
書誌 デー タベースの構築 をめ ざ し所蔵 図書の遡及入力開始
ホー ムペー ジを開設(所蔵検 索 ・メール レファ レンスの 開始)
LIMEDIOによる図書館 業務 の開始(閲覧管理,ILL等)
「公文書 目録デー タベー ス検 索サー ビス」の開始
「ネ ッ トワーク予約サー ビス」の開始
「県内図書館蔵書横 断検 索」のサ ー ビス開始
「地域 生活情報 クイ ックサー ビス」 開始
「リサー チエンジンon奈 良」のサー ビス開始
「携帯版Webサー ビス」 開始














・利用案 内 ・カ レンダー(利 用案 内の一部 は多言語化)
・図害館報 「うんて い」
・トップペー ジに新着情報
3.2自 館作 成のデー タベース
・蔵 書検索サー ビス(返 却予定 日 ・貸出資料の予約 ・利用状況確認 ・貸 出延長)
・公文書 ・古文書 ・絵図の 目録検 索サ ー ビス
・「リサーチ エンジ ンon奈 良」(検索エ ンジン)
3.3外 部 の デー タベース
・県内公共図書館 の横断検索サー ビス(県 立図書館 を除 くと11図書 館)
3.4自 館作 成の電子資料
・絵 図展示ギャラ リー(絵 図122点)
・奈 良 県立 図書情報 館ontheWEB(新県立 図書館 は平成17年 度開館予定)
3.5外 部情報源への リンク
・関係機関 リンク集(「お役立ちURL」)
・地 域生活情報 クイ ックサー ビス
3.6そ の 他
・「携 帯版Webサ ー ビス」
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・ 週末における自然体験 ・文化体験活動中心のカ リキュラム













⑤ 指導者の育成(NPO法 人全国生涯学習まちづ くり協会 との連携)
・ 生涯学習まちづ くり講座
・ たてやま検地






② 北条小ネッ トデイ(子 ども教室の前段 として)
・ 平成15年11月23日に335名のボランティアが参加 して実施
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・ 学校 と地域 のコラボ レーション創 出のきっかけづくり
・ 様々な人が様々な形で参加できる仕組みづくり
③ ネッ トデイか らアフターネ トデイへ
・ ネ ッ トデイ後 も続 く様々なコラボ レーション





3.地域子 ども教室を支える 「よそ者 ・わか者 ・ばか者」
「よそ者 ・わか者 ・ばか者」が地域を変える(ま ちづ くりのキーワー ド)
4.今後の課題
・ より多 くの子 どもたちが参加 しやすい仕組みづ くりとカ リキュラムの開発










宮城県女川町教育委員会生涯学習課 派遣社会教育主事 佐藤 敏郎
女川町では平成14年度に内閣府の委託をうけ,青 少年育成国民運動実践調査研究事
業に取 り組みました(概 要については資料をご覧下さい)。
7風 穴を あけるVI'V～ 調査のねらい









2自 前の調査壱'》 地域実施委員会の役割 魎
(1)地域実施委員会(6月 発足)～ 本事業の企画及び実施を行う
O本事業の 』に即 した 魅
・青少年育成活動の第一線で活動している人






～調査対象,ア ンケー ト項目の検討,結 果の考察,推 進大会開催,提 言






3老 の綾 の展 開 ～ 調査事業の活用 ・収穫
(1)データの有効活用













・これまでの夜回 りではなく,子 どもたちの生き生きした様子をレポー トする形に
なった。 塵魎
② 中 高 生 ジ ュニ ア リー ダ ー の活 用で子 ども会 の 再 生 を
・ジュ ニ ア リー ダー の 活 用 を促進 す る こ とに よ り停 滞 して い た地 区子 ど も会 が活 性
化 して きた 。
・活 動 の機 会 を与 え る こ とに よ リジュニ ア リー ダー の意欲 ・技 術 の向 上 に もつ なが
って い る。
・他 の事 業 で も高校 生 を活 用す る機会 を設 け て い る。
③地区懇談会での方向性
・子どもを守 り,育 てるために地域で何ができるかを話 し合 う場になってきた。
④若者との対話 ・交流を
・推進大会にパネ リス トとして起用した若者がネッ トワークを作 り動き出 した。






















対象領域:生 きがい、地域課題、キャ リアアップ ・リカレン ト等
(2)生涯学習の供給主体の輻葭化
行政(首 長部局 ・教育委員会)、民間、公民協働ネッ トワーク
(3)生涯学習の供給手段の多様化

























神奈川県相模原市立総合学習センター 生涯学習推進員 竹内 真次
1.相模原市の概要紹介 ・平成16年1月年齢別人ロ構成 等















8.推進 員 の ポー タル
サ イト「M-Net」
・市 民 か らの相 談 に役 立 つ 「M-Net」へ
・市 民 の 学 習 支 援 ・情 報 の 共 有 化 ・情 報 の 知 識 化
・目的 ・ね らい ・コンセプト・管理 方 法(検 索 ツリー)




11.おわ りに ・市 のHPア ドレ スhttp://www.city.sagamihara.kanagawajp
・学 習 セ ン ター のHPア ドレスhttp://www.sagamihara-kng.edjp以上
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大阪府貝塚市教育委員会社会教育課 社会教育係長 村田 和子





「子育てJか ら 「老い」までの地域づ くりネ ッ トワークづ くりの拠点
2.子 育てネ ッ トワークとは
《不安 ・孤立 ・競争の子育て》か ら 《安 心 と共同の子育て》をっ くる人のかかわ りあい ・
むすびつき
3.「子 育てネ ッ トワーク」が求め られ る背景
深刻化する虐待、 「親 の しつけ」とい うまえに考えておきたいこ と
(1)自分が子 どもを産むまでに、子 どもの世話 を全 くした ことがないお母 さんたち
(2)「完壁 な母」でありたい とい うプ レッシャー
(3)子育て現場 に影 を落 とす、不登校やい じめな どの思春期 の問題。社会不安の増 大
(4)子育てで一生を過ごす時代は終わった。にもかかわ らず。
～まだまだ強い 「3歳児神話」 と性別役割分業～
(5)有能だが、「人 とのかかわ り」が苦手なおかあさん、お とうさんたち
(6)「答 え」を急ぎ 「マニュアル」を求めるおかあさんたち
(7)「豊か さ」の中の貧 しさ～体験不足の こどもたち～
4.公 民館を軸 とした子育てネ ッ トワ ークづく りの実際
(1)保育つ き講座29年 のあゆみ(1975年 ～)子 育て真っ最 中だか らこそ学ぼ う
(2)市民 と公民館の協働による子育てネ ッ トワークづ くり
ネ ッ トワー クの会組織について
発足 ・経過 ・目的 ・組織 ・運営 ・事業 ・公民館 とのかかわ り
(3)学び と実践のキャッチボールに よる問題解決能力の育ち～親の学び～
① 「子育てひろば」親の学びあいの場、地域実践 としての 「子育てサークル」
②子 どもの冒険遊び場 づ く り 「プ レイパーク」 の と りくみ～子 どもの生 きる力
をつ ける ・自分の責任で 自由に遊ぶ とい うことの意味
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③ 「イベ ン ト」ではな く、地域へのひ ろが りを求めて～子 どもの生活圏での 日常的
な遊び場づくりをもとめて→学校 との連携 を模索
④ 地域 の教 育 力 をつ な ぐ取 り組 み 、学 びや 活動 を地 域 に 生 かす → 開 かれ た学
校づ くりをすすめるとりくみ、PTAや地域の さまざまなボランテ ィア活動に
「北校 区ふれあいル ーム」「遊ぼ う、は らっぱ」 「一 中選択授業」(幼児 を知 ろう)な
ど
5.子 育て支援(親が人と して、おとな として 成長するための条件づ くり)において、公民
館 ・職員が果たした役割
(1)親と親がふれあい、本音を話す ことができる場を積極的につ くりだす
(2)不安や疑問についていっ しょに考え、話 し合 うと同時に科学的 に学ぶ
(3)親が人間関係を訓練す る しくみ をつ くる～子育てサークル の現代的 な意義～
(4)共同のとの くみを通 じて共感 関係 をつ くる～親同士、市民 と行政～
(5)子どもたちに親以外のいろいろなお となに出会わせ る～プ レイパー ク～
(6)子どももお となも地域の中での出番 と居場所 をつ くる
6.子 育て支援のNPO団 体 「こころの子育て インターね っと関西」
1995年 発足
子 どもたちの心とか らだのす ごや かな成長 を願い、子育て真 っ最 中の母親 ・父親 と、教
師、保育士、カウンセ ラー、医師、社会教育な どの専門職が一緒 になって、子育てを支
援す る民間団体
7.子 育て支援における生涯 学習の課 題
(1)子育て支援は、親理解、親(リ ーダー)支 援。社会教育の手法 を生かす
(2)子育て支援をまちづ く りの視 点でとらえる
(3)市民とのパー トナー シップ による、 さらなる公共性の構築
(4)人と人、人 と活動をっな ぐ 「拠点」づ くり
8.関 連文献
『子育て新時代の地域ネ ッ トワーク』増 山均著 大月書店
『みんなで子育てQ&A～ は じめの一歩か らネ ットワークづ く りまで』
服部祥子 ・原 田正文編著 農文'脇
『現代公民館の創造』 日本社会教育学会編 東洋館出版
『世界の社会教育施設 と公民館』 小林文人編著 エイデル研究所
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さわやかちば県民プラザ普及課 主査 田根 洋
IIさわやかちば県民プラザにおけるボランテ ィア活動 の取 り組み
1ボ ランティア活動推進の現状
(1)「千葉県体験活動ボランティア活動支援センター」について
・ 「まなびiボランティアセンタ■束葛1か ら 「まなびボランティアセンターぢ爵 へ
・ 「まなZJ>ボランティアセンター ちば1か ら 「 .4活動ボランティア活動支援センタJへ
・ 支援センターの活動内容



















開 所 日 毎 週火 ・木 ・土9:00～17:00
1日1名 コー デ ィネ ー ター 常駐 に よ る対応
*学 生長期休 業月(7 ,月・8,月・12,月・2月 ・3月)は 日曜 日も 開所す る。
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③ 青少年体験活動ボランティア活動 コーデ ィネーター研修講座




④ ボランテ ィアコーディネー ター養成講座




対 象 さわやかちば県民プ ラザ施設ボランテ ィア
⑥ ボランテ ィア教育推進講座
対 象 小 ・中 ・高 ・盲 ・聾 ・養護学校教職員
⑦ 施設 ボランテ ィア研修会
対 象 さわや かちば県民プラザ施設 ボランティア
⑧ 施設 ボランテ ィア交流会









図書 ・雑誌 ・各種資料等の受 け入れ、配架作業、図書 コーナー利用者への応対
・ イベン ト開催時の活動
② 施設ボランテ ィアの人数
・ パ ソコン実習室44名 ・ 図書 ユ2名
・ マルチメディア実習室20名 ・ 子育て30名
・ 語学演習室10名 ・ 陶芸15名





① ボランテ ィア登録者に対す る活動支援
② 広報活動の充実
③ 験活動奉仕活動推進か ら子 どもの居場所(地域子ども教室)へ


















「子どもを自然のなかに連れ戻そう ・子 どもを野山に放牧 しよう」(「自然 と子ども」天城 勲)
「自然の中でのさまざまな体験と施設での集団宿泊訓練の機会を提供 して,少年たちが自ら,自
然に親 しみ,美 しさや厳 しさを感 じ取る感性を高め,自 然の恩恵に触れて自然を大切にする心
と敬虚な心を養い,集 団宿泊訓練を通 じて,自 立,協 同と友情,奉 仕の精神を体得することを
支援する。
これらの体5剣こよって少年たちが心身を鍛え,身 近に起 こる問題 に立ち向か って,自 主的,
創造的に取り組んでいく 「生きる力」育てに役割を果たす」(独立行政法人 国立少年自然の家
理事長 松下 倶子)
(2)少年自然の家の施設数(国 立14(→ 資料)・公立170(全 国少年 自然の家連絡協議会登録))
(3)国立としての使命 … 先導性 ・広域性 ・地域q]核性
2国 立那須甲子少年 自然の家 の概要
(1)設置 ・… 昭和51年 国立第2番 目
(2)利用者 … 年間約16万 人の利用(学 校 ・社会教育団体 ・家族等)
(3)施設(本 館 ・キャンプ場 ・ロッジ)・フ ィール ド










① 第1～6回 なすか しの森ウ ィークエン ドファミリークラブ
5/6/10/12/3月各1泊2日
② なすか しの森ファミリーフ ェステ ィバル10/16～17
(自然の家オープンデー 全国 「子どもと自然体験」フ エスティバル … 本部との共催)
③ スノーマライゼ ーシ ョンふれあい雪ん子親子ミーテ ィング1/8～10
_らくらくは は こ








5新 しい事業 ・プログラム 事例(→VTR)





国立那須甲子少年 自然の家(他 主に国立青少年教 育施設)
大人2,500円 子ども2,000円(食 事代 ・シーツ代等)
国立那須甲子少年自然の家
青少年野外教育振興財団(会長:草原克豪 拓殖大学副学長)

















② さまざまな機関 ・団体 ・人のネッ トワーク
研 修 ・研 究事 業名



















(1)市民 ・NPO・ 企業 ・行政 と大学のネットワーク化をはかり、
大学の知的資産を地域に還元す る仕組みを構築する。
(平成13年11月 政策決定)
(2)平成14年6月 研究会設置 基礎調査 ・シンポジウム
(3)平成15年6月 改組 情報基盤 ・モデルプロジェク ト
(4)平成16年7月 規約改正 検討部会設置 ・モデルプロジェク ト
(5)町田市と連携した運営体制(経 費も町田市と双方で負担)
(6)相模大野駅西側地区再開発事業を見据えた展開
(仮称)市 民 ・大学交流セ ンター機能
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・フ ッ トワーク とネ ッ トワー ク(ポ ジテ ィブに)
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8生 涯 学 習 の情 報 化 に関 す る研 究 セ ミナ..__




















































マル チ メデ ィア ボランテ ィア
厚木 市マルチ メデ ィアボ ランテ ィア
厚木市マルチメディアボランティア 代表 農田 秀夫
〈発足〉
平成10年11月1日 、厚木市が 「広報あっぎ810号 」で 「マイタウンあっぎ情報システム」の運




1、ふれあい と生きがいの場 として 自らをよ り豊かにする。
2、地域の人的資源を生か し情報化をめざした街づ くり推進の支援をする。
〈理念〉
「できる人が」 「できる時に」 「できることを」 「できる範囲で」活動する
〈活動拠点 〉
厚木市情 報プ ラザ ・・・… 別紙参照
所在地:厚 木 市岡 田3050厚木 アクス トメイ ンタワー2F批046・220・2711
http://www.city。atsugi.kanagawa.jp/
〈組織 〉
会員:現 在54名(男40名 女14名)、 年齢層20代 ～70代 、
職 業は会 社員 、 自営業、主婦 、無職、公務員 、学生 な ど
会費:な し
構成:代 表、副代表 、幹事、活動分 蝟1ぽ とめ役 、コーデ ィネ ー タ
会議:全 体会 、幹事 会、分野別会議 、WEB会 議
<活動 内容>
1、パ ソコン講 座(初 心者 向け教室)… 毎週土曜 午前10時 ～12時
(内容)「パソコンの基礎」、「インターネ ット」、 「メール」、「表計算」の基本操作
受講者定員:16名 受講料:無 料 運営形態:教 室スタイル
運営業務:テ キス ト作成、講師、アシス ト、司会 ・進行等
年間活動計画:4p参照
2、手ほ どき(パソコンの個人指導)… 毎週木曜 ・土曜 午前10時～12時
(内容)ワー ド、エクセル、メール、ホームページ、カード作り、画像処理、デジカメ等





外部(公 民館、学校、民間団体、プラザ利用者等)か ら依頼 された講座
(内容)ワー ド、エクセル、メール、インターネット、年賀状、カー ド名刺乍り 等
受講者定員:主催者の要請に対応 受講料:無料 運営形態:教室スタイル
運営業務:マ ルボラコーディネータと主催者で企画、マルボラが運営
外部(出前 ・特別》講座等の活動報告 …5p参 照
4、 質 問 ・相談 コーナー(個 別 の質 問に答 える)… 毎週 土曜 午前10時 ～12時
(内容)イ ンターネ ッ ト接続 ホームページの作 り方、ファイルの管理等
WEB上 のコーナー …http://mh.at-g.net/mulvol/ing/wwwing,.cgi
受講者定員:な し 受講料:無 料 運営形態:個 別に質問に応ずる
5、 ホ ー ムペ ー ジ作 成 と支 援(情 報発 信 と メ ン テナ ン ス)… 随 時
(内容)厚 木市ホームペ ー ジへ の情報提 供 …http://、㎜.city.atsugi.㎞agawa.jp/
マルボ ラのホー ムペ ージ ・一http://mulvol.soc.or.jp/
ホー ムペー ジ勉 強会(■ 般市民 も含 む)
6、 広報紙発行(プ ラザニ ュース)… 隔月1回 発行
(内容)IT情 報、マルボラの活動報告、活動案内、情報 コラム、マルボラの人物紹介 等
プラザニュ 一ース28号、30号… 別紙参照





8、マルボラセ ミナー(マ ルボラのスキルアップう… 随時
(内容)画像処理、ホームページ作成HTML言 語 等
参加費:無料 運営形態:講師(マルボラ会員)による専門分野の学習会
9、地 域 との連携 … 随時
(内容)情 報交換と協力支援









○受講者アンケー トか ら(抜A>…9p参 照
○メディア
・神奈川新聞に 「好評 マルボラのパ ソコン教室」掲載(H11!7/15)
・CATVテレビ 「教室風景、受講者の声」放映(H11/9/11・20)
・朝日新聞に 「人気 マルボラの手ほ どき講座 厚木市後押 し」掲載(H1315118)
<背景>
1、情報化社会 という時代背景 と地域のニーズがあったこと
2、ボランティア同士の善意 ・信頼 ・共同の精神で支えあってきた こと
3、行政(厚 木市)の 理解と支援があった こと
4、充実 した活動拠点に恵まれたこと、
<課題と展望>
1、時代の変化 と地域のニーズに即応 した望ましいボランテ ィア活動のあり方
2、情報プラザを拠 点とした活動から、地域へ と活動の輪を広げる展開 とその推進
・マルボラ活動をべ一スとして、地域に密着 した小グループによる更に機動的なボランティア
活動の推進
3、ボランティアと教育機関の連携 による望ま しい活動のあ り方
・(開かれた学校 空き教室 とパソコン 地域の教育力、ボランティア と地域 ・子供た ち)
4、地域でのパ ソコン教室運営のための設備 ・更新
・国のIT講 習(H13,14)の延長 として地域情報化の推進、情報機器の保守 ・更新














生涯学習の情報化に関する研究セミナー研 修 ・研 究事 業名
シニアの地域参加 のプ ラッ トホー ム実践事例名(テ ーマ)
NPOシ ニアSOHO普 及 サ ロン ・三鷹事業主体(実施機関)
NPOシ ニ アSOHO普 及サ ロン ・三鷹 理事 小澤 敏男者表発
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バ ー チ ャル ミュー ジ ア ム
東海大学海洋科学博物館
東海大学海洋科学博物館学芸課 課長補佐 柴 正博
1.バーチ ャル ミュー ジアムとは
■VirtualMuseum
辞書で"Virtual"を引くと、1.(表面上または名 目上そうではないが)事実上の、実質上の、実際上の、2.実効
のある、効果 的な、3.【光学 】虚(像)の、4.【物理 ・機械 】仮想の、という意 味があります。したがって"Virtual
museum"とは、「実在しないが、実質(実効)的な博物館」という意味になります。実際に私たちは、1996年ころ博

























































現在 、Webサ ーバ のシステム維 持 とハッキングなどに対す る安全性 確保 は重要 で、それ ができる管 理能 力が
なけれ ば 、レンタル サーバ の利用 を勧 めます 。
■Webペー ジの利 用
現在、Webペー ジは以下のようないろいろなことに広 く利 用 されてい ます。
ネットサーフィン:Webで気ままにリンクをたどり、いろいろなサイトを見 て回 り、新しい情 報 に出会 う。
探す ・調 べる:手軽 にWebペ ー ジの検 索をして、自分 の探 している情 報を手 に入 れる。す なわち、Database
searchtoolとしての利 用 。
予約 や 買い物:簡 単 に予約 、何 でも買 える、対話 できる。Interactivetoo1としての利 用。


















































コーデ ィネー ター養成 講座 の取組
さわやかちば県民プラザ
さわやかちば県民プラザ 副主査 角田 敏雄
1さ わやかちば県民プラザ とは…
2さ わやかちば県民プラザにお けるコーディネーター養成講座 の取組
(1)プログラムの移 り変わ り
平成12・13年 度 「ボランティア ・コーディネーター養成講座」(2年間)
平成14年 度 「ボランテ ィア ・コーディネーター養成講座」
平成15年 度 「生涯学習ボランテ ィア ・コーデ ィネー ター養成講座」
「青少年体験活動ボランテ ィア活動 コーデ ィネー ター研修講座」
平成16年 度 「生涯学習ボランテ ィア ・コーデ ィネー ター養成講座」
「青少年体験活動ボランテ ィア活動 コーデ ィネー ター研修講座」
(2)基本的な考 え方
① 昨年度まで
「生涯学習やボランテ ィアに関す る理論 とフィール ドワー ク、コーデ ィネー ター と
しての資質を高 める内容(相 談の実技や研修プログラム作成等)を 含む必要がある」
② 今年度か ら










資料1～5:平 成12年 度 さわやかちば県民プラザ 研 究紀要
「生涯学習ボランティアセンターにおけるボランティア ・コーディネー ター
のあ り方 とその養成について」より
資料6～8:平 成14年 度 さわやかちば県民プラザ 研究紀要
「ボランティア ・コーディネーター養成講座の実際」 より
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地域 のネ ッ トワー クと 自立 に向けて
国際理解教育情報センター
国際理解教育情報センター 代表 藤井 誠
(バックグラン ド)
・滋賀県地域教育力体験活動推進協議会副会長


















県市町村教委 → 地域教育支援センター<卜 一 大学、企業、NPO、住民等
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(考え方 ・取 り組み)





パ ー トナ ー シ ップ
(PS)














(運営 マ ネ ー ジ メ ン ト)





多様な参加 と役割分担 ・パー トナーシップ、みんなで考え、みんなで取 り組む
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高校生 に よる取組 ～ボ ランテ ィア活動 を通 して～
東京女学館高等学校
東京女学館高等学校 ボランティア部前部長 大川内 佳菜





2.「ボ ランテ ィアの犬 たち」詩 との出会い
3.ボ ランテ ィア活動 の原動力
4.部 長時の特別活 動 の内容










視点に立ってつ くることを心がけました。皆様の 「新 しい渋谷」発見のお役に
立てれば幸いです。
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1.「す くす くスク ール」 の願 い
21世 紀 を担 う子 ども達が未 来に 向か って明る い希 望を抱 き、心身 とも に健康
に育 つため には、家 庭 ・地域 ・学校 な どさ まざまな分 野の"教 育"が しっか りと
責任・を果た してい くことが とても大切 です。
しか し、核 家族化 や生活 スタ イル ・交通環境 ・空 き地 や路地 裏 などの自由な空
間の 消失 とい った、様々 な時代の 変 化 によ って、家庭 での 教育 ・地域での摯 育の
役割が 果た しにくく な り、"新 しい教 育"の 仕組 みづ くりが必 要 とな りま した。
一方 で は、昼 間就 労等 で留守 にな る家庭 が増え、学 童 クラブ機 能の需要 も大き






この ような たくさんの 願 いを込めた場 所 と して、 これまでの教育施
策 にさらに工 夫を加 え、次代 を支 える地域の 子 どもを地域 ・保護 者 ・
学校 との 連携 のも と、小学校 施設を活用 し、学童 クラブ機能 も備えた
す くす くスクール事業 を各小学校で実施 します。
地域 ・家 庭での教育 の、よ り一層 の活 性化 を図 る"地 域 ・保 護者に
亀よ る第二の学 校"こ そ が 「す くす くスク ール 」です。
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子 ども と交わ ろ うプ ロジェク トコーデ ィネー ター 有馬 正史
1.ボランテ ィア活動活性化ツール とは







4.ボ ランテ ィア活動活性化ツールの具体的な取 り組み事例
・ふれ あいポランティアパスポー ト(学校 ・児童生徒)
・ボランティアポイン ト制度(地 域 ・児童生徒)
・学校支援ボランティアパスポー ト(ス クボラパス)(地域 ・大人)
・エ コ ・ポイ ン トカー ド(地域 ・誰で も)
・「周」(地域通貨)
・ふれ あい 「こまカー ド」(地域通貨)
5.普及のための提言
6.そ の他









学習プ ログラム研 究セ ミナー
情報ボランティア養成研修
栃木県総合教育センター
















学習 プ ログ ラム研 究セ ミナー













































① 各学校に対 して、各施設から毎回募集要項 を配布する。
② 各学校は希望を取 りまとめの上、各施設に申 し込む。











6「 和き ・合い ・愛塾」inさ さぐ り活動プログラム
(1)子どもの体験活動






















1プ ログ ラム 作 成 の 背 景
これ まで本市では、保健課や社会教育課な どで、環境教育をテーマに した市民向けの講座を開催 し
てきた。特に教育委員会では、平成14年 度に 「市民大学 む らや ま元気塾」を開講 し、よ り多 くの
市民 を対象 に環境教育に取 り組んできてい る。
・…〈 市 ・社 会教 育課 お よび む らや ま元気 塾 市 民委 員会 主催 の プ ログ ラム 〉"……
・H13生 活環 境 を考 え よ う(5回 シ リー ズ)※ 市民一般 対象
・H14村 山版 あ るあ る大事 典(第4回)※ 〃
・H16子 どもエ コクラ ブ(5回 シ リー ズ)※ 小学 生対象
〃 市庁舎 内 でエ コ ・オ フィス ・プ ラ ンの実施
地球環境 を考える動 きが各方面で見られ、企業や 自治体、学校等でのISO認 証取得の話題 も多い。
市民 レベルでは、'女性団体等を中心に身近 な環境問題 を考 える実践やセ ミナーが行なわれ ている。
2プ ログ ラ ム作 成 上 の 工 夫
生涯学習プログラムは、本来、学習者 自らの興 味関心に基づき、学習内容を主体的に組 み立ててい
くことが大切 であると考える。実際、主体的 な学習 を求めて、行政や民間で開催 しているプログラム
に参加 した り、地域や仲間で集って学習 を進めている市民 も見 られる。 しか し大半は、「生活その も
のが生涯学習」 とい う観点を離れ、 日々の生活で手一杯 とい う現状 も見 られ る。
一方、私 自身がこれ まで取 り組 んできた学校教育現場では、児童生徒が 自らの興味関心に基づき、
個 を大切に した学習プランを組み立てよ うとす る研究が主体 となっている。
そ こで、これまで どちらか とい うと受動的であった生涯学習プランに、 「選択的な要素」 と 「学習
者 自らの意思決定の必要な場面」を備 え、できるだけ能動的 ・主体的に取 り組 めるプログラムを考え
てみた。その際、学習者 自らの 「気づき」が 「関心の高ま り」 とな り、課題に対す る 「追求者」とな
り得 るよ うに、①足元を見つ め→②理論構築 し→③体験を通 して→④興味関心 を広げ→(⑤ 実践 と①
足元を見つめ直す)と い うサイクルが出来上がるよ うに仕組 んでみた。
また、中心対象 を 「親子」に、テーマを 「未来の地球の姿Jと することで、各家庭からスター トす
る環境学習プログラムを仕組んでみた。
3実 施 概 要
(1)募 集 期 間
(2)チラシ配布




お もに親子(小 学生以上)ま た一般、子 どものみ も参加可
コー スで受講 大人2,000円 、子 ども1,000円
1回のみ受講 大人1,000円 、子 ども500円
133一
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学習プ ログラム研 究セ ミナー
家庭教育アカデミー
神戸市PTA協 議会
神戸市PTA協 議会事務局 次長 藤原 猛









学習 ・活動の しかたくプ ログラム〉












学習 プ ログ ラム研 究セ ミナー
紀南広域圏 「女性の人権」
ジェ ンダー フ リー キャラバ ン実行委員 会
ジェンダーフリーキャラバン実行委員会 実行委員長 松下 泰子
1.背景
H、9、F田 辺女性センター」オープン
H.で0.講潰会 等(留藤公雄 ・赤松彰子 ・小itl真知 子 ・上 野千鶴子 ・中村彰 ・
u橋邦子 ・中西豊子)
H.れ.女 性 のエンパワーメントのための男 女共 同参画学習促進事 業
「起業支援 ・ネットワーク支援 ・男の生き方再発 見セミナ 一ー」
t-t.壌2.和歌 山 県 男 女 共 同参画り一ダー養成セミナー
f男女 平等教 育をめざして1
2,プログラム作成
● 啓発 活動として自分たちができること→人形 劇と奥 山和弘さんとの出会い
● 人形 劇や紙芝居等を使ったワークショップ
O身 近 にある不平等 に気づくための物 語づくり
● ファシリテーターとゲルー プワーク
3.成果
O各 地 域 での活 動とネットワーク
● 参加 者や実行委員 のエンパワーメント
●H.可4女 性 センターから男女共 同参 画推進 室へ
● 田辺 女性 センターからの独立「人形劇 団ウイッシュ」
→「ジェンダーブレイクあいあい」
●H.15、男女の家庭生活 ・地域生活充 実支援事 業fいきいき子育て、わたし流」
〔参考 文献〕
奥山 和弘 「一 寸ちゃんがゆくJFしきたり雀J「サルカニ・バイオレンス」
「男だてらに女泣き」
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ワ ー ク シ ョッ プ プ ロ グ ラ ム
第1回 「ジ ェン ダ ー っ て な に?」
7.あ いさつ
2.ウ イッシュポエム風 自己紹 介
3.紙 芝居 「一 寸ちゃんがゆく」
4.旗 揚 げアンケート(ジェンダーチヱック)
5.グ ルー プディスカッション










第2回 「あ た り前 の 慣 習 の 中 に 気 づ く不 平 等 を語 ろう」
1、 前 回 の確 認5分
2.男 らしさ、女 らしさから連想 される言葉 のゲームyo分
3.ル ール説 明5分
4.KJ法 テーマ:身近にある男女 の不平等 について
① ディスカッション25分
② カード記 入75分
③ カード出 し ね 分
④ キーワー ドつけ10分
⑤ 発 表用レイアウト 得 分
5.発 表i5分
6.ま とめ 壌0分




4.こ んな会話 って素敵1(寸 劇 ・人形劇 ・紙 芝居のストー リー 作 成>80分
5.発 表5分
6.ま とめ5分
第4回 「い よ い よ 仕 上 げ だ1」
1.あ いさつ5分
2.こ んな会 話って素敵!(ス トー リー 作 成 ・リハ ーサ ル)110分
3.ま とめ5分
138一




学習 プ ログラム研 究セ ミナー































































































































































社会教育事業の評価に関する研究セミナー研修 ・研 究 事業名
これからの行政評価実践事例名(テ ーマ)
千葉県市川市企画部行政改革推進課事業主体(実施機関)
千葉県市川市企画部行政改革推進課 課長 笹原 智者表発
一143一







独立行政法人国立青年の家本部 本部長 服部 英二
1国 立青年の家(独 立行政法人)の 事業評価の取組の経緯
(1)独 立行政法人制度の概観





(2)国立青年の家における内部評価、 自己点検 ・評価 の視点
① 存在意義の検証 外部への説明責任(ア カウンタビリティ)
② インセンティブを与える評価 、施設が活性化するための評価
③ 計画的な取組 目標管理に資す る評価
Plan(計画)→Do(実 践)→See(Check)(評価)→Action(改善)
<目 標管理による計画的な運営 → クリエイティブな営み>
What(何 を行 うのか)目 標 ・計画 ・方針は 明確に
How(ど のように実現 していくか)現 場の 創意で














(4)各 施設の立地や特色な どを活か した運営(オ ンリーワンの活動、独自性
の発揮、組織のコアコンピタンスの認識、教育資源の活用 な ど)
(5)取 組や成果の普及、情報の積極的な発信、広報活動の充実
(6)業 務の効率化、法人化 を活か した運営の合理化
(7)職 員の意識改革、組織 ・システムの見直 し
5課 題 と今後 に向けて
(1)評 価のための評価への危惧
(2)独 立行政法人制度に関わる運営上の課題
(3)「 教育事業における評価」 の難 しさ
① 教育事業成果の検証の困難性
(インプッ ト(資源の投入)→ アウ トプッ ト(活動)→ アウ トカム(成 果)
{資源の投入→活動}な ど組織内のマネージメン トは
「効率性の算出 ・管理が比較的容易」
{活動→成果(効 果)}などマネージメン トの結果によるパフォーマ ンス
は 「分析評価、有効性の検証が難 しい」
② 「暗黙知(経 験知)」と 「形式知(命 題知)」とのスパイラル
暗黙知は 経験の反復 によって具体化 される思考スキル(セ ンスや勘)
や行動スキル(熟 練 ・ノウハ ウ、技やコツ)
「知」の獲得 には、本来 「暗黙知」 と 「形式知」のバ ランスが必要
暗黙知は主観的 ・身体的な知 → 言語 ・文章で表現するのが難 しい
② 民間企業における評価指標
(日本経営品質賞のコンセプ ト、アメリカの 「賞賛される企業のランキ ング
方法」か ら)











岐阜県地方自治大学校政策研究チーム 主任政策研究員 加藤 洋智
はじめに


















〔参 考HP〕○ 岐 阜 県 にお け る行 政 評 価 全般 に つ いて
http://NNN.pref.gifu.jp/s21401/lcenkyu/1/1_3Z.htm
http://HNN.pref.gifu.lg.ip/pref/s11127/sesakuhvouka/index.HTM
○ 行 政 評価 に関す る考 え方 にっ い て(国土 交 通 省 、青 森県)
http://www.Am-forum.org/lciso/shibuva-kokudo-hvouka.Adf
htt://www.ref.ao皿ori.●/koutyou/marketin/index.html
○ 指 標 の設 定 に関 して(千 葉 市 の例)
http://www.city.chiba.jp/download/kikakuchosei/kikalcu/houlcolcusho-gaiyou.pdf
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NPO法 人 コ ミュニ テ ィ ・シ ン ク タ ン ク 「評 価 み え」
NPO法 人 コ ミュニテ ィ ・シ ンクタンク 「評価み え」




















82003年 度 協 働 事業(三 重 県)ふ りか え り会 議 へ の か か わ り



























・委員構成28名 教育関係者 ・学識経験者 ・社会教育委員 ・庁議構成町職員 ・一般町民代表
O諮問 「黒羽町の生涯学習を推進するために」
・審議会の中に三部会設置
①推進体制整備部会 ②学習機会 ・施設整備部会 ③指導者養成部会
【平成6年 度 】
O町 民への アンケー ト調査実施/ロ ゴ:ハ ッピー ライ フ選 定す る。
O第1回 先進地視察
【平成7年 度】
0・「生涯学 習推進 に関する答申書一ハ ッ ピー ライ フ ・イン ・くろばね"行 こう、学 ぼ う、楽 しも
うn一 」作成 ・提出
く答 申内容〉
・推進 体制の整備について ・学習機会 ・施設整備 にっいて ・指導者養 成につ いて
※ ・審議会 開催4回 ・部会 開催15回 ・正 副委 員長、正副部会長合同会議開催6回
・委員研修 会2回(講 演会 ・先進地視察)





























イ コミュニケーションコーナー(イベントカレンダー ・まなびの広場 ・学習相談)
ウ コンテンツ&ギ ャラリー











4生 涯学 習推進センター情報 ラウンジ
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9:00～21:00週40時 間 の ロー テ ー シ ョ ン勤 務




































川崎市多摩市民館 教育振興係長 豊岡 裕一郎
内容 ・テー マ
が㌍ な' 庭 の 実 ・ に る





5.「多摩区子育て支援会議」 と 「たまたま子育てまつ り」
6.「 多摩区子育て支援ネッ トワーク」の立ち上げに向けて





















グループの学習会等の保育 も行 って いる
主な活動(趣旨)地 域での子育てをめ ぐる課
題に対 し、出版 ・学習会 ・子育てサロン ・カ
ウンセ リング ・電話相談等 を通 し幅広 く取 り
組む(多摩区保健福祉センターか らの委託業
務 として多摩区 「子育てブ ック」の編集 ・出
版にも関わ る)
主な活動(趣旨)保 健所の3ヶ 月健診 ・産後
健診時の幼児保育やお母 さん との話 し相手
ボランティアを している。
主な活動(趣旨)子 育て グループか らでき
た。幼稚園情報 ・病院情報等を収集 し発信 し
て いる。子育てグループのOBと して、手遊
























題に対 し、出版 ・学習会 ・子育てサ ロン ・カ
ウンセ リング ・電話相談等を通 し幅広く取 り
組む(多摩区保健福祉セ ンターか らの委託業
務 として多摩区 「子育てブック」の編集 ・出
版にも関わる)










等。 「ぐらす基金」 による助成活動 も。
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3校 長 と して の取組 の実際(最 初 の1学 期 に した こと)
(1)月ごとの取組
【4月】
・校長通信 の発行 、毎 日の教室訪問、学校 要覧の作成 、 ミニ授業研の開始
【5月1
・校長の授 業研、学校評議員 の発足、学校 支援 ボランテ ィアの活動開始、校長面談、
地域 ぐるみの防犯訓練
【6月 ・7月】
・命の大切 さを伝 える手紙、八幡台を語 る会、プール荒 らしへの対応、学校評価
(2)職員の評価 と感想
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茨城県 日立市教育委員会青少年課 係長 木下 俊雄
【はじめに】
1日 立市の青少年の長期キャンプ=山 中友子隊体験村事業




2現 代の子 ども達 … 「実体験」の不足 ⇒ 「生きる力」の低下
山中友子隊は 「命の大切さ」や 「食べ物のありがたさ」など
を身をもって体験させる 「体験学習」の場
3概 要 平成12年 度(第1回)～ 平成15年 度(第4回)…29泊30日
平成16年 度(第5回)・ ・・・・・・・・・・・…14泊15日










(4)「失敗体験」を提供できる。… 何度も失敗を繰 り返 しなが ら、自ら考え ・自ら
行動 していく中で、創意工夫する力 ・協力し合
う力が身につく。










丸暗記 した知識ではな く、生きるために必要な知識(智 恵)を 学ぶ。
1
必ず 「振 りかえり」を行 う
体験は、や りっぱなしにしておかず、それを振 りかえる機会を積極的に作 り出す。
できるだけ、深 く掘 り下げる。
2
3フ ルバ リュー ・コン トラクト(プ ログラムに取 り組む前の 「約束」)
駿 議 総 騰 羅 纏 畜諏}「雌 」が保たれる
違反 したら、それ についてみんなで何度で も話 し合う。
4チ ャレンジ ・バイ ・チ ョイス
「人は誰からも何 も強制されない。」ということ
常に自分の意思で選択する、選択の意思を保証する。
《プ ロ ジ ェ ク タ で 映 像 を 見 る 。》
【平成16年 度に改善 ・変更 した点】




2グ ループの編成を 「10人×3班 」から 「6人×5班 」に変更
グループの構成は6人 がベス ト(7人 でも可)
多すぎても少なすぎても、グループとして機能 しな くなる。
3キ ャンプカウンセラーの固定化
従来は、1グ ループに2人 ずつ配置(期 間中の人の出入 りに対応)
!
※ カウンセラーは夏休みを利用 して参加 しているボ ランティアのため、
長期キャンプ中には所用で現場を離れる事態も生ずる。
カウンセラーを1グ ループ1人 に固定(期 間中のフルタイム従事を条件付けた。)
※ 複数のリーダーがいると、子 ども達はどちらの判断に従 うか迷う。
【終わ りに】
1テ レビやゲームや携帯がなくても、子ども達はいくらでも生活 していける。
2「 指示待ち」で生活力に乏しい子たち ⇒ 「きっかけ」がつかめないでいるだけ
潜在的には「生命力」にあふれている。
3「 元気モー ド」「頑張 りモー ド」に入れるかどうかが 「カギ」になる。
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早稲 田大学エ クステ ンシ ョンセ ンター
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